
 

【資料第 7 号】 
 

普通教室数の考え方 

 

誠之小学校の普通教室数については、「平成 26 年度文京区立小学校教室対策

の検討結果報告（平成 26 年 6 月文京区立小学校教室対策検討委員会）」で、下

図のとおりとなっています。 

 

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

平成26年度 98 122 108 125 116 125 694 3 4 3 4 3 4 21

平成27年度 128 98 122 108 125 116 697 4 3 4 3 4 3 21

平成28年度 109 128 98 122 108 125 690 4 4 3 4 3 4 22

平成29年度 103 109 128 98 122 108 668 3 4 4 3 4 3 21

平成30年度 107 103 109 128 98 122 667 4 3 3 4 3 4 21

平成31年度 104 107 103 109 128 98 649 3 4 3 3 4 3 20

平成32年度 96 104 107 103 109 128 647 3 3 3 3 3 4 19

児童数 学級数

 

 

※普通教室数の考え方 

１ 趣旨 

平成 26 年度の区立小学校の児童数及び最新の年少人口統計データに基づき、

今後の各小学校における児童数及び学級数の推計により、普通教室数を算出し

ました。 

 

２ 将来需要を見込むための前提条件 

(1) 児童数の考え方 

ア 対象となる児童数の考え方 

教室の確保を検討するため、対象となる通常の教室数を対象とする。 

イ 転出入 

就学前の年齢別人口及び児童数には、今後の転出入による増減が想定

されるが、根拠ある数字の積算が困難なため、転出入については考慮し

ない。 

ウ 区立進学率（自校進学率） 

通学区域内の学齢期の児童全員が区立小学校に進学していないこと

から、積算にあたっては各学校の区立進学率（自校進学率）を考慮する。 

率については、「区立進学率＝各学校の学年別児童数÷通学区域内の

各学年に相当する年齢別人口」の数値とする。 

(2) 学級編成基準 

35 人学級の拡大については、現行の基準に則り、小学校低学年（第１、

２学年）を 35 人学級編成、中・高学年（第３～６学年）を 40 人学級編成

として積算する。 


